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「ふるさと再発見」 

～「知床学」を通して、ふるさと「羅臼」の良さを知る～ 

                           学校名  羅臼町立羅臼中学校 

                           校長名  相 澤  要 

                           担当者  教頭 齋藤 征志 

 

１ 本校の ESD の特徴 

『「自立した大人になるための基礎を育む」をイメージしながら＝１５年後の生徒の姿』を

テーマに本校の教育活動は行われている。 

テーマ達成のための方法の１つにＥＳＤを位置づけ、世界自然遺産の地「知床」をフィー

ルドとして学習している。その学習のねらいの中心は、郷土の自然を素材とした学習や体験

を重ねることにより、「ふるさと」の良さを再発見し、「羅臼町が好き」「将来羅臼町に住みた

い」と思う生徒を多く育てることである。 

  

２ 教育課程の位置づけ 

                                 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では総合的な

学習の時間に位置づ

け、「知床学」と「キャ

リア教育」の２本の柱

で、各学年で取り組ん

でいる。 

  

【知床学】 

○ふるさと調べ 

 ・観光パンフレット

の作成 

○地域学習 

 ・クマ学習 

 ・生態系学習 

 ・自然講演会 

  （自然・水産等） 

 ・一斉清掃 

 

【キャリア教育】 

○職業について 

○ボランティア活動 

 

 

総合的な学習の時間

での学びをプレゼン

テーションし、町民へ

発信する。 
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３ 活動事例 

（１）パンフレットの作成 

１年生「観光」、２年生「動植物」、３年生「味覚」をテーマに全員が１枚の 

作品を作り、校内の審査会において各学年の優秀作品を選び、１つのパンフ 

レットを完成させる。 

各学年が、調べ学習や、講師を呼んで学習した内容をまとめ作成している。完成したパン

フレットを 3 年生は修学旅行時に札幌駅構内で配布。２年生は斜里町の協力を得て、ウトロ

の道の駅で配布。１年生は羅臼町内で観光客向けに配布するなどの PR 活動を行っている。 

 

（２）クマ学習 

 （財）知床財団などの協力を得て、ヒグマに対する正しい知識や遭遇時の対応を学ぶ学習

である。「人とクマが共存する町、羅臼」をデータや体験などから考える体験型の学習である。 

 

 

 

 

 

 

（３）生態系学習 

 羅臼高校の教員の協力を得て、川や海の周辺に生息する動植物や海と森をつなぐ 

知床の豊かな生態系の全体像を学ぶ。 

 

 

 

（４）ボランティア活動 

 羅臼の自然を守るために、ゴミ拾いボランティアを 

行うだけでなく、地域行事等を通してゴミのポイ捨て 

禁止の啓発活動を行った。 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

 「持続可能な社会づくりの担い手となる人間の育成」を目指し、羅臼町では全校が「ユネ

スコスクール」に加盟し活動を行っていくという方針がある。各学校の活動が幼・小・中・

高と一貫した流れで実践できるのが強みであり、それを生かして学校独自の活動も行われて

いる。アンケート結果等では生徒の「ふるさと」に対する意識にも変化が出てくるなどの成

果が出ている。課題は、幼小中高一貫した全体計画が示されているものの、活動の内容が地

域にまで浸透していないことである。町民にも、それぞれの校種の活動のねらいを広く知ら

せることで、町民は子どもたちの活動を理解し町として何が必要なのかを青年部や壮年部な

ど様々な視点で考えることができ、今の生徒が１５年後活躍できる基礎やヒントが生まれる

であろうと考える。  

①動物の頭蓋骨の確認 

②クマに遭遇した時の対処法 

③電牧の効果 

 

 知床は独特な地形により、川が短く下流でも上流域息の貴重な生物が多数存在することを学

ぶ。また地域の環境施設を利用しての講義などで学習をする。 

 

 

 地域のお祭りで、「ゴミレンジャー」がステージ

上からゴミのポイ捨て、分別を呼びかけたり、ポイ

捨て禁止の看板を作成し呼びかける。 

③  ①  ②  


